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二次・私大入試分析化 学

学習指導要領の改訂による入試問題への影響について

学習指導要領の改訂による影響について，25年度大学入試の国公立63，私立47，計110の入試
問題を分析した。ただし，同じ大学でも学部や日程で問題が異なる場合，それぞれ1つとした。

主なトピックスとして，

・エントロピー

・ギブスエネルギー

・核酸

・水酸化鉄（Ⅲ）

・標準状態の記載

について，以下に分析結果を記す。
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【問題例１ 大阪大学（前） 大問１】

ウ 減少

エ 負

オ 負

カ 発熱反応

反応が自発的であることを，エントロピー変化ΔSとエ
ンタルピー変化ΔHの関係から考察する問題が出題
された。

答

二次・私大入試分析－エントロピー，ギブスエネルギーについて（1）化 学

学習指導要領において，「化学反応と熱・光」の内容の取り扱いとして「吸熱反応が自発的に進む
要因にも定性的に触れること」が加えられたことで，エントロピーやギブスエネルギーに関する問
題が出題されたかを調べた。
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【問題例２ 京都府立大学（前） 大問２】

問題文に，吸熱反応が自発的に進む理由について，エントロピー変化ΔSの影響が述べられてい
た。また，エントロピーが大きくなる現象や反応を選択する問題が出題された。さらに，水の蒸発
を題材として，常温・常圧で水が蒸発する理由を問う問題が出題された。

二次・私大入試分析－エントロピー，ギブスエネルギーについて（2-1）化 学



2025年度二次・私大入試の分析結果からみる課題と指導のポイント

©Kawaijuku Educational Institution. 5

蒸発エンタルピーは正の値であるため，蒸発は吸熱変化であり，エンタルピーは増加する。
エンタルピー変化に着目すると，この変化は起こりにくいと考えられる。一方，液体分子よりも
気体分子の方が乱雑さは大きいため，蒸発が進行すると乱雑さは大きくなり，エントロピー変
化は正の値になる。エントロピー変化に着目すると，この変化は起こりやすいと考えられる。
常温・常圧において水の蒸発が起こるのは，エンタルピーが大きくなる効果よりもエントロ
ピーが大きくなる効果の方が上回るためと考えられる。（234字）

答

a），b），c），d）

答

二次・私大入試分析－エントロピー，ギブスエネルギーについて（2-2）化 学

【問題例２ 京都府立大学（前） 大問２（続き）】
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ア (b) イ (b) ウ (b) エ (e) オ (h)

【問題例３ 九州大学（後） 大問２】

固体表面に分子が吸着・脱着する平衡を題材として，分子が固体表面に自然に（自発的に）吸着
する条件を，ギブスエネルギー変化から考察する問題が出題された。

答

二次・私大入試分析－エントロピー，ギブスエネルギーについて（3）化 学
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その他，エントロピーやギブスエネルギーが出題された入試問題を記載する。

大学名
大問
番号

問題内容

静岡大学
（前）

２
会話文形式の問題文中で，「乱雑さ」の用語が使われていた。ただし，問題
を解くためにエントロピーの知識を要するものではなかった。

横浜市立大学
（前，医学部）

３
問題文中に「エントロピー変化ΔS」の用語が使われていた。ただし，問題を
解くためにエントロピーの知識を要するものではなかった。

横浜市立大学
（前，理学部）

３
問題文中に「エントロピー変化ΔS」の用語が使われていた。また，問で，
「エントロピーは『 の度合い』を表す物理量である」とした空欄補充が
出題された。

九州大学
（後）

２
固体表面に分子が吸着・脱着する平衡を題材として，分子が固体表面に自
然に（自発的に）吸着する条件を，ギブスエネルギー変化から考察する問
題が出題された。

二次・私大入試分析－エントロピー，ギブスエネルギーについて（4）化 学
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核酸は現行の学習指導要領では記載がなくなったため，その影響が気になる点であったが，110 
のうちの５試験で核酸に関する出題がみられた。
ほとんどはヌクレオチドおよびポリヌクレオチドの構造と塩基対の相補性に関する基本的な知識
を確認する問題であったが，名古屋市立大学（医 前期）では非天然型の塩基対の構造を考える
問題が出題された。

【問題例 名古屋市立大学（医 前期）大問４】

答 Ⅲ

二次・私大入試分析－核酸の出題化 学
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水酸化鉄（Ⅲ）は組成が一定ではないため，決まった化学式で表すことが困難であることが教科
書に記載されるようになった。水酸化鉄（Ⅲ）が何らかのかたちで扱われたのは110のうちの10試
験であった。設問としては，化学式ではなく名称や色を答えさせる配慮がみられた。また，化学式
を扱う場合は，ほとんどの試験で下記の問題例のように，それに関する説明があり，FeO(OH)が
多く用いられていた。

【問題例 帯広畜産大学（前期）大問１】

答

塩化鉄（Ⅲ）水溶液：黄褐色
水酸化鉄（Ⅲ）のコロイド溶液：赤褐色

                               

二次・私大入試分析－水酸化鉄（Ⅲ）について化 学
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「標準状態」が指す温度・圧力が分野によって異なるため，現行課程の教科書では
「273 K，1.013×105 Paを本書では標準状態とする」と記載したり，「標準状態」は使わ
ずに単に 273 K，1.013×105 Paとだけ記載したものもある。入試では扱われた 31試験につ
いて，以下のように分かれた。

標準状態とのみ表記したもの  ： 5

 0℃(または 273 K)，1.013×105 Paとのみ表記したもの  ：12

標準状態と 0℃(または 273 K)，1.013×105 Paの両方を併記したもの：14

また，0℃，1.013×105 Paにおける気体のモル体積について，22.4 L/molと記されている
ものが 17，記されていないものが 14であった。なお，これまでの共通テストでは「化学基
礎」「化学」のいずれでも記載がなく，「化学」では問のただし書きに，気体定数 R＝
8.31×105 Pa･L/(K･mol)が与えられた。

二次・私大入試分析－標準状態について化 学
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○エントロピー（乱雑さ）について
エントロピー（乱雑さ）に関する出題は，来年度以降も続き，旧課程で履修した受験生

が減少することから増加する可能性もある。教科書の記載内容に関して，エントロピー
の増加・減少する変化の例や，エンタルピー変化およびエントロピー変化と反応・状態
変化が自発的に進行する方向の関係を整理して学習させる必要があるだろう。また，難
関大を志望する受験生については，今回取り上げた問題も参考にして，応用問題に対応
できるように指導していくことが望ましい。

○核酸について
国公立大二次・私立大試験では，頻度は高くないが今後も出題されることがあるもの

と思われる。ヌクレオチド・ポリヌクレオチドの構造と塩基対の相補性に関する基本的
な知識は習得させておきたい。

○水酸化鉄（Ⅲ）について
化学式は FeO(OH)が多く用いられそうだが，それ以外の Fe2O3･nH2O，Fe(OH)3のいず

れで出題されても，対応して反応式などを記すことができるように指導しておきたい。

○「標準状態」について
曖昧さを回避するために，「標準状態」とだけ記すことは減少傾向にあるが，依然とし

て残っているので，単に「標準状態」とだけある場合は，従来どおり 0℃，1.013×105 Pa
と解釈し，気体のモル体積は 22.4 L/molを用いるように注意しておきたい。

今後の指導のポイント化 学
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（１）－１ 二次・私大入試分析歴史総合，日本史探究

「歴史総合」を含む

慶應義塾大（文、経済、法）

上智大、立教大

中央大（法のぞく）、明治大、法政大

学習院大、明治学院大

日本大、東洋大、駒澤大、専修大

南山大、愛知大 など

北海道大、千葉大

一橋大、東京外国語大

名古屋大、大阪大

九州大 など

「歴史総合」を含まない

筑波大

東京大

京都大

神戸市外国語大 など

早稲田大、慶應義塾大（商のみ）

青山学院大（全学部日程）

中央大（法-学部別選抜）

関西大、関西学院大、同志社大、立命館大 

京都産業大、近畿大、龍谷大

名城大

西南学院大、福岡大 など

◆国公立大の「歴史総合」を含む・含まないは二分
◆関東の私立大は「歴史総合」を含む大学が多い

慶應（商のぞく）、上智、立教、明治、中央（法のぞく）、

法政など多数の大学が「歴史総合」を含む。

◆関西の私立大は「歴史総合」を含まない大学が多い

立命館、関学は2024年1,2月に「歴史総合」を出題範囲

から削除。関西は「歴史総合（主に日本史分野）」と注記。
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，日本史探究

【歴史総合】
一橋大学では、歴史総合分野を扱う大問Ⅲが日本史と世界史の共通問題として出題された。

一橋大学以外では名古屋大学でも歴史総合が日本史と世界史の共通問題として出題された。ともに東アジア近代史を

扱っており、今後も国際関係に着目した出題が想定される。

【2025年度 一橋大学 問題Ⅲ】
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，日本史探究

【歴史総合】
慶應義塾大学の経済学部では、帝国主義諸国による太平洋分割に関して、ニューカレドニア、グアム、ハワイ、サイパンの

場所を地図中から選択させる問題が出された。正解するためには、歴史総合教科書の本文だけでなく、教科書掲載の地図

まで丹念に学習していることが必要であった。なお、同学部では、大問Ⅰの問１、問８、大問Ⅲで日本史と世界史との共通問

題も出題されている。

【2025年度 慶應義塾大学 経済学部 大問Ⅰ 問６】
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，日本史探究

【歴史総合】
アメリカ大統領クリントンの外交政策に関する問題。問12では北米自由貿易協定の内容、問13ではパレスチナ解放機構議長

のアラファト、問14ではオスロ合意がそれぞれ問われており、日本史探究の教科書を学習するだけでは正解が難しい問題で

あった。

【2025年度 中央大学 商学部 大問Ⅲ 問11～問15】
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，日本史探究

【日本史探究】
筑波大学では、複数の資料をもとに、地域に暮らす民衆が体験した「戦国から次の時代への社会の推移」を論じさせる問題

が出された。資料から得られる情報にもとづき歴史を「探究」させる出題といえる。

【2025年度 筑波大学 問題Ⅱ】

（中 略）
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，日本史探究

【日本史探究】
複数の図版の分析から小型円墳・横穴式石室などを連想させ、それらを総合して古墳の築造年代（世紀）を推定させることで

「思考力」「判断力」を、短文論述の形式で根拠を論じさせることで「表現力」を試そうとする工夫がみられる。

選択問題が主流の私大入試においても、本問のような「探究」に力点を置いた論述問題が今後も一定の頻度で出題される

ことが想定される。

【2025年度 立教大学 文学部 大問Ⅰー D】（図省略）

（注１）

（注２）

（注１）図２：円墳であることが分かる。

（注２）図４：横穴式石室であることが分かる。
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■二次・私大入試からみえる傾向と入試で求められる力■

● 「歴史総合」では、世界史分野の問題の対策が必要

● 時間軸・空間軸を意識した問題が出題される → 時代概観をつかんでいるかどうかが問われる

● 「歴史総合」・「日本史探究」ともに資料や図版から情報を読み取って、教科書的な知識と合わせて

 正答を導く問題が出題される
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(２) 課題と指導のポイント歴史総合，日本史探究

■学習対策－今後の指導－■

(1) 「歴史総合」では横軸（同時代史的な関連）を重視

歴史総合では、日本の歴史に加え、複数の国にまたがる世界の歴史を、横のつながりを意識して

学習する必要がある。巨視的な視点を持った指導が重要。

(2) 資料・図版・地図などを活用した指導

教科書に掲載された史資料を見せるだけでなく、考察・議論を経て、史実や論点を掘り下げることが重要。

授業内でディスカッションの場を設け、その結果を文章化する作業なども有効。
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（１）－１ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

「歴史総合」を含む

慶應義塾大（文、経済、法）

上智大、立教大

中央大（法のぞく）、明治大、法政大

学習院大、明治学院大、国学院大

日本大、東洋大、駒澤大、専修大

南山大 など

北海道大、千葉大

一橋大、東京外国語大

新潟大、名古屋大、大阪大

九州大、京都府立大 など

「歴史総合」を含まない

筑波大

東京大

京都大

神戸市外国語大 など

早稲田大、慶應義塾大（商のみ）

青山学院大（全学部日程）

中央大（法-学部別選抜）

関西大、関西学院大、同志社大、立命館大 

京都産業大、近畿大、龍谷大

名城大

西南学院大、福岡大 など

◆国公立大の「歴史総合」を含む・含まないは二分
◆関東の私立大は「歴史総合」を含む大学が多い

慶應（商のぞく）、上智、立教、明治、中央（法のぞく）、

法政など多数の大学が「歴史総合」を含む。

◆関西の私立大は「歴史総合」を含まない大学が多い

立命館、関学は2024年1,2月に「歴史総合」を出題範囲

から削除。関西は「歴史総合（主に世界史分野）」と注記。
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

【歴史総合】
東京外国語大学では、事前に発表されたサンプル問題において、歴史総合で学ぶ重要テーマである「近代化」「大衆化」

「グローバル化」のうち、「大衆化」を扱った。本試験では「近代化」が出題され、５つ（森有礼と李鴻章の会話を入れると６つ）

の資料と先生と生徒の会話を読み、「アジア主義」「文明化」「日清戦争」などを踏まえ、日本の「近代化」の特徴を問うた。

【2025年度 東京外国語大学】 （略）は紙幅の都合上、報告者が省略した部分です。以下のスライドも同様。

（略）

問６ 資料［A］～［E］の記述を踏まえると，日本の「近代化」とはどのよう
な特徴を持っていると言えるだろうか。日本が「文明化」の道を進む上で
日清戦争がもった意味を踏まえて，先生と生徒の対話も参考にしながら，
300字以内で述べなさい。また，以下の語句を必ず用い，使用した箇所す
べてに下線を引きなさい。〔30点〕

語句：条約改正 外国債 国際法 東洋連衡 文明諸国 東学農民軍

以下は，東アジアの「近代化」をめぐって歴史総合で学んだことについての，
先生と生徒のやりとりである。二人のやりとりと資料を読み，以下の問に答え
なさい。〔60点〕

［E］中塚明・井上勝生・朴孟洙『東学農民戦争と日本』
東京を離れて広島に設置されていた大本営は，1894年10月26日昼前後に，忠

清道東学農民軍が一斉蜂起したことを知りました。それに対し，川上操六（か
わかみそうろく）兵站総監は，（中略）東学農民「悉く殺戮」命令を出したの
でした。（中略）「東学党に対する処置は厳烈なるを要す，向後〔今後は〕悉
（ことごと）く殺戮（さつりく）すべしと」。

生徒 国際法を全然遵守してないじゃないですか…。
先生 そこが「文明化」という言葉の怖いところなんだ。日本がモデルとし

た欧米諸国も植民地に対しては差別的な待遇をしていたけど，それを
正当化していたのが文明と野蛮という区別で，相手を野蛮と見なして
しまえばそれこそどんなに野蛮な行為も許されてしまうかのような
雰囲気があったんだよね。

生徒 「近代化」と「文明化」ってなんとなく同じようなものだと思ってい
たんですけど，実はかなり違うんですね。これからはそういう用語に
もう少し気を付けようと思います。

［B］小野寺史郎『戦後日本の中国観』
一般にアジア主義という主張の開始は、海軍軍人曽根俊虎（そねとしと

ら）らが1877年に結成した「振亜社」，そして1880年にそれを改組して成立
した「興亜会」に求められる。

（略）

（略）

（略）

［A］三谷太一郎『日本の近代とは何であったか』
注目すべきことは，政府主導の資本主義化を推進するための財政的基礎の確

立です。いいかえれば，安定した国家資本の確保ということです。明治政府は
徹底してこれを租税（とくに地租）に求め，外資の導入には極めて消極的でし
た。

〔1879年に国賓として来日した米国第18代大統領ユリシーズ・グラントに対し
て明治天皇は，〕日本のための忠告を求めましたが，その際グラントが与えた
忠告の一つが外国債への非依存でした。

（略）

先生 ここまで読んでみて，この「アジア主義」と「脱亜論」の違いは何
だと思う？

生徒 前者にはアジアと連帯するという意識がはっきりあるけれど，後者
ではほとんど消えてしまっていますね。「脱亜論」は歴史総合の授
業でも読みましたけれど
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

【歴史総合】
 日本史と世界史の共通問題として出題した大学もあった。名古屋大学と一橋大学がその例であり、前者は義和団、後者

は韓国併合などを扱っているように、東アジアの近現代史を中心に出題している。どちらの問題も世界史探究を通じた学習

内容で解答可能ではあるものの、前者は図版（手塚治虫の漫画）、後者は資料の読み取りが必須となっている。

【2025年度 名古屋大学 問題Ⅰ】 【2025年度 一橋大学 問題Ⅲ】

下の図は，近代中国などをモデルにした手塚治虫の漫画『一輝まんだら』
の一ページである。この状況が描かれる歴史的背景とその後の経過を，漫画
の人物たちのセリフも参考にしながら，以下の語句をすべて用いて，350字以
内で述べなさい。（語句の順序は自由に変えてよい，語句には下線を引くこ
と）

日清戦争 扶清滅洋 アヘン戦争 北京議定書（辛丑和約） 植民地

※以下，手塚治虫の漫画『一輝まんだら』の一ページが続き，主人公のセリ
フ中に「義和団」の語が出てくるほか，「祖国から外国人を追い出す」など
の表現が解答作成の手がかりとなっている。（※漫画は省略）

次の文章は，国際法学者で日本の外務官僚の倉知鉄吉が，1909年に自身が
「韓国併合」の語を考案した経緯を，のちに回顧して記したものである。こ
れを読んで問いに答えなさい。（問１，問２をあわせて400字以内）

問２ 1905年以降の朝鮮植民地化過程を朝鮮側の抵抗に言及しつつ論じ
るとともに，上の文章の内容を踏まえて「韓国併合」の性格について述
べなさい。あわせて「韓国併合」と比較しながら第一次世界大戦後に登
場した委任統治とはなにかを述べ，このような新たな統治方式がとられ
た背景を論じなさい。

（略）
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

【歴史総合】
 慶應義塾大学経済学部では、大問Ⅳで歴史総合が出題された（日本史との共通問題、日本史では大問Ⅲ）。米騒動の時

期の世界的な米穀生産の状況や、植民地支配下の朝鮮における米穀生産などを題材としている。グラフや資料文などを読

み解く「思考力」と、そこから得た情報を論理的に結びつける「判断力」、それを論述する「表現力」が求められている。

【2025年度 慶應義塾大学 経済学部 大問Ⅳ 問14・15】

（略）
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

【歴史総合】
 慶應義塾大学文学部では、製糸業を出題して「器械製糸」の「器械」を記述させている。また、法政大学では1880年代の

松方デフレを出題しており、記号選択で「松方正義」を選ばせている。これらの解答は、世界史探究の範囲ではあまり学習

することのない語句であり、歴史総合における日本史分野の語句を習得することが求められている。

【2025年度 慶應義塾大学 文学部 問題Ⅰ】 【2025年度 法政大学 ２月７日 問題Ⅲ問９】

（略）

（略）
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

【世界史探究】
 図版でボイコットに賛同する誓約書にサインしている人物が女性であること、当時の女性が政治的に無権利だったことを

踏まえつつ、この版画がロンドンで出版されていることや、不謹慎な男性、用をたす犬などが描かれていることから、ボイコッ

トに賛同する女性を揶揄していることなどを読み取る「思考力」「判断力」が求められている。これらを２行程度で説明させるこ

とで「表現力」も問うている。「自由や平等にふさわしい人間は誰かという疑義」という下線部も、解答の手がかりとなろう。

【2025年度 立教大学 ２月11日 大問Ⅱ 問９】

（略）
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（１）－２ 二次・私大入試分析歴史総合，世界史探究

【世界史探究】
 正誤判定で求められている内容に、一般的な受験生が知らない事柄が含まれており、与えられた資料から読み取る必要

がある。ただし、単なる資料の読み取りで解答できるわけではなく、例えばエジプト古王国の時期といった時間軸の理解や、

地理的な空間軸の理解も求められている。

【2025年度 同志社大学 ２月６日 大問Ⅰ設問11】
（略）
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■二次・私大入試からみえる傾向と入試で求められる力■

● 「歴史総合」では、巨視的・世界史的な観点に立ち、日本を含んだ各地の歴史が出題される

● 主に日本史で学ぶ語句も出題されうるが、多くはない。 → 多くは「世界史探究」で学ぶ範囲内

● 「歴史総合」・「世界史探究」ともに資料（資料文・グラフ・表・地図・図版など）から情報を読み取り、

知識と結びつけて正答を導く問題が出題される → 「思考力」「判断力」「表現力」を磨く学習が重要

©Kawaijuku Educational Institution. 26

(２) 課題と指導のポイント歴史総合，世界史探究

■学習対策－今後の指導－■

(1) 「歴史総合」では巨視的な視点を重視

歴史総合では、単なる日本史と世界史の合成ではなく、世界と日本の相互関連を踏まえた学習が

求められている。初年度は主に東アジア近現代史が出題されたが、他地域へのまなざしも必要だろう。

(2) 資料文・図版・地図などを活用した指導

教科書に掲載された資料を見せるだけでなく、考察・議論を経て、史実や論点を掘り下げることが重要。

授業内でディスカッションの場を設け、その結果を文章化する経験なども有効と思われる。

資料文・図版・地図などが入試問題で扱われた際、限られた試験時間内で対応するためには、

普段から慣れていることが大切であろう。
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